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　　　　　　　工　 調査の 目的

育敷 幼繖 郁 げ つ の猷 鵬 沢の世バ へ t ，

命と文化を結ぶ縦 の最櫨 要鮒 麹 の 一 つ であh．

梼に O れ ・ らう才頃までの豸し幼児の養育乙 幼隙 育

磁 躑 くお肪 細 鶴 塚 麹覦 ・醐 の 捌 加

どが．勧 入間en　一
・
　taの 人柵 成1啓 わめでKき黝

攀1
」

な与え．ることをラ葛「え．ゐ と．育児と幼ラ繍 の問隧醜誼

特に童視せ られ
ナ
∫げればな ら帆

・
匕恩う・

　そこで，やがで商糅を出て訟 人となゐ者もあれば

更に夫学署［（進導でる看毛あゲ ぐろうむく．丶
・ず払口綿

億し母属匕なる鰯Lの 蒟校女チ生働 く．育児や幼｝繖

暫につ い て どの ようt：：葛尢て、
・
るの であろうか。彼女

暫

r：ちの 肴嬲 離 してみたし・匕思う．

　　　　　　　五　 調直の方法

搬 の手継 　圦上の 黝 で貨 イ灘 の方湘

賓臨 法で あゐ 。

灘
・
の封象 　大卿移 糒 襖 1尚佼賦 び私 立

鬥商校 ・5筒校の 1昇生か らう葬生芟での妻テ生徒 ，

言†1 け 6名であゐ。 （第1ゑ参照）

調勧 期間 　蘇 ％ 銅 ク由 日 〜 10彫 ヲ召

　　　　　　　皿　 調旗：の結果および考療

f． r
あな園 戯 ．見 （o 〜z 才）が婚 きですか ？J

幽 ）93。0 ％の老が 略 き」 と慘え ，丸多教な占

め で丶
k

る、、 しむ丶 し
r あな广くは幼 り己（3〜 6才）が妻多冬

ででか ？ 丿 （第亙問）9LStし烈 工　「始 き」 匕雰えて

、
・磁 が 疎 9淋 緲 して賄 ． 9し伽 噸 で罐

丶
・が、幼艤 踊 なる匕 ．售載が菁生えて及拗 に 斧

4k め。 「

鐙きP と戲 るの に 少し拗 髦盛じi（t（め
で あろう。 （猶1図綴 、）

綿 も鋤 肌 椥 喝 き匕瀞訂 漁 護」 駐 の SSr・

s ％諸 殺 の 矼 賜 、3職 碗 3．9％で謹 小

ずつではあろが ．壇加 皆ゐ腰向が見ら淋 ゐ。母 腔匕い

う女 1跏 の ’噸 が商鋼 ・代に，聯 ド薯峯え育ちつ

つ あk こ匕望示 しも 協 の で あろう。 cn諸L 図）

忽．
「
あな梶ぽ雛 レれ も多汝るがほ し 、

・ですか 7 」

（間亙）につ い てば、t伽 　D・　R．　ti％の煮が
「 ほ しL）

に答えてい ゐ。 「層人ぐ 夙
覧
ほレい と隠い ますか ？」

とい う問に封し／は 「
ん 人 、 略 鉢 孩が 67．6％と

叢も多く適轍 を占めており、ンkい で r3 人 丿 と獻

購 が 忍 端 緯   W ご、この肉靴 蜘 27・

1％を占めて い る。

　渕 て．桐故その人数のδ
一
どもを昂望dk のか哩 由セ

尋ねでみ 广くが，「 z人ほし、
・
」 と望んでL

・
ゐ老でば

「

！人 っ予廨 ＼わいそう丿 が るぶ 6％で・沢いで乙人が

r ちょうどよい 人i数」 と考えてV ゐ煮が！Z∠％であ

っ た。「 3人ほい
・

丿 と老えで丶
・ ろ殆で1よ 3人ボ 「

ちょうどよい 人数 丿 と1．
っ てい ゐ老が之み3％で最も

多く、　
「楽し い 丿 砌ぐ！Oe　1％ヒ．こ甑に冫欠Liで 

’
ゐρ

　渕 て．痴実の きs うだ、轍 と．将耒欲しい と望んで

V45 ど勧 靴 の 灘紜 つ い てみ 舵 譲 琢 の よ

う〔くなろ。壬冕実，に きょうだい の丶
・ない 〆人 っ 子では・

r
手どる口 1人で訓   と考えてい ゐ老は働 丶k2 　％

し帆 ・ な〜
・
。子ど鍬 駄 繍 望オ硝 む妬 Z 嬉 k

3人を錦望するth幻U 　d［　4　％となフ てい て．現躄の予

ども叡よりも多くをラ弗望 してい6 ことウくわ寿丶るσ これ

は，やは り自分がきX うだい の ない琳しさ態 身にし

みて轍 して きke丶らではなむ丶 ろうO丶。

　次に，現在几人 きょうだい の老ピ 3人 き 3 うrぐい

の老とセ比較してみる匕、荊落でIJ後看よ b
）か 予ど

ももえ人癖望 しでい る孺が   ＜、後看τは前君よりも

　釜どわ｛3人望んでい る煮〆争くな っ てv ゐ。 同じ

ようなことは、4臆 きょう广へ
・
があゐ煮につ  

・で

琶 屆 湯 よ の結勦 ら．現在一ん 。 5 で舫 飜

除1亨ば．自分樋欲しい と思う季ど診の人教にば 、現更

の 饐分の きょうκ戦蜘  姻 く影響し急
・
ろとい えよ

う93

、

「
あな汽は鯔 菱の履 争と看児髦どのように した

い と臥 強 すか ？」 以
・
う問1刷てつ 丶

・
ては一 禰触く

瑠倉しr文い 」 が3よ4／を占めて鼓診争く、沢い で
「

子どものkが離圦畝ぼ，ま医傍 を続けたい と恩う」

む斌 甥 ％
「

その畸博 ら仏
・
とわむ・ らノハ

’
・ がえ

好 銑 続い て 
・島 前君の廐 ゴ

「 5L ”iv
の撚 離れ

撮 でe：．覿 1粛掩し郎
・

J とL・う意味防 脳 る

の で
’
、　

「

育児匹」雪含し汽 
、

」　ヒ・含寸っせ「ゐと6み3 タζと

過キ薮を占め るようK なゐ 。

　 、他方、 r
子ども勉際肴園へ 入れてで

’
わ傍 を続けた

い と思う」 ば4，0 μで  广冢で手ど樋 魁てくれ る人

がい 蘇ば，准身を總 笊 い と思ラji 話 ．3％と　ts’っ て
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い て、r鞴 を倉わせても 「杜孝r愚向丿は ！α3％にで

ぎない
。

　「育児に勇螽し焦い 」 と二考えて丶
・
る老 （40Z 人）

の鏗由を尋ね汽と ころ、「傍 と
「脅児．両立の 自イ吉が

ない 」 が 只ナ％で最も勿く，」大下
「 自分の子どるは自

分の 手で育てゐべ きだ丿 が 9．乙％，「
（肴惣く身倉し

なけ圦ば）子どeがかわv・そうt・iJ　ZL％， 仔 ど
’
も

の ぞぱにい てや ・冰 、
・
」 SL ％、厂子どtの tth‘勺

よ 0 ％、 「 ちゃんとし医争どるに育て斥い 丿 50 ％の

唄にな っ てし
・
ゐ。

韮 r 子瞞 の手が離伸 ば蹟 囹脅 を絢フ侭 〕

と容え仁Z94 人につい
’
（　ttS7 ！％が熬回層であり．

r ・トさい ころ1鱸 が超要働
・

らJ 、 「5 どもの勧

Fお金がV ・jl」か り」 、 「
子どもがある綴 自分の こと

がで
’
きゐか 励 の 三つがk・diua　b　71％で、 「

ひ31く
なうか丶ら丿 むぐよ4 ％、　「！EiTセつ L’てL’ち「くて毛）夫丈

夫．」 がa4 ％とな ッ てい ゐ・

　、他方、「冢で子ど毛を見てく燃る人がいればイ主争を

続け医い 」理由として12、「経瘠的 に考えて」 が 13．
9％、

「
臼分の妊 き婀埠 rぐっ 斥らそうす6J が 丈6

％の頑にな フ てい ろ。

　まK 「
繰 制界育園へ 入れ1 で秘韮争を続け广くい 」

鏐由としてば，r 生箔貴をかぜ く
“r〈め丿 、厂ど うしマ

もし广くい 杜孝が ある丿 がft　rw −’
れ　2．　7　％とtJ

っ てい ゐ。

冫k［〈 「
鰍 の 勃軸 く れば、妹 イ峰 タ続1笊 い と

tle
一う」 と唇え汽老に対して、その ときの 孑依の鯲 髦

尋幻fくが 、
「

！o才圦上 」 ヒ答え汽看が ナ！．7％Eな

フ ／L・ろ，まtく「
／　o 才未満」 と二L・

う啓ね34．2．％と

ナ？
’

フ て丶
’

ろ。こ蘇らの結果右＼ら、孑ど ものをが離杁ゐ

職 とし／は 10 夕ごろ髦フ考えてV ・

るようであろ，

4、 「あなた1諺し児耄育てろの に夫切なことは伺广ぐ匕

思い ま’4eN？」 とい う質問V で．麹盾・経瘠力
・臻窺

’懸 ・と 位 貿 気1て しV ＜て碍 ども1蹐 つ
・そ

の他 とL・

顧 饐 鍛り．一看夫慨 冩わkblO から

劇立毫つ 1↑させた。 第1イ立に1訂61魚，第z位にはよ魚

とい うようK
，き翻 匕して、その餾 点，を訓算しt〈。

（鬚3襴 ）愛構バナ♪60 、セ、（Z7 ．　9％冫で 、 乳
児｛

・

喬1 ろの K −
｝番夫切な争柄とされてい ゐ。第Zイ立

に環葦勧くあげられてい ゐ （47 、P3点、乙Z，2％）かv，

観 頓 彷 働 に瓜 回 りの い ろ幌 慷 境・瓣
を勸 ゐ こと猷 きL・O・・t

， で
’
魴 う。勦 伽 栄養（

3233 点、 ， ！P，1 ％）ど繍 （3203k ， 1f》．

！％）が甲乙屯つけがたい綴 であ1ブられて丶
・
ろ．そ

れか ら
「

匕り立 て
’
て凱にレ打くて善ξどもは肩つ 丿 が

！259 点（2・9％）と続い て  
・
ゐ。

よ、「あな广くぽ肴児Kつ い 1 どの ようK 思ワ て丶・ま
！

す

か？」 とい う賓間VIで 、「育児はめん どうなことfぐと
勳 ム

「観 はasずil・ し劾 機 縄う亠 僑 慰
一a
’
li
’
らしい ことだと1う」 、「育y．t；tぜ ひ経験 しマみ

斥い と恩う」 、　「盾り巳は絶剣1に しrくぐない と紹1う」 、

r 糞児はできらノてサし汽く勹rい と1　う」 、　
「「

育児》に［彦1
〃トの時間が ノ

」くな フ てしまう匕思う」 、　「「

育児・ぱ獲楕1
がなけ姻ぱで きない と碍う丿 、「育児は根気の vh こ

tt”iと露う丿 、厂育児la臼分
・
の生きが丶

・Kなるκろう

と｝息う丿 、 r育児、は測へるた『1ケの ように思う．」 ． 厂育
児は二喜び！与えマ 〈れろヒ隠う丿 、「育鳴ができろよ

うkr；hcaが楽しみ であろム 噺 児［（つ 、
・

てま嘴
え汽ことがない 」 の舗 見1くつ い て、それぞ麩、は  

・

・ い い え ・どちらで もなV ・わ力丶らない 、のい ず豚K

当てはまろo＼ 分 L寸させ f＜， 　（第4表丿糴 ）

　蕊 見耄まとめてみると．「

育児と丶
、
うもの ば、難し

そうで、オ侵気の 丶
・
ろことfぜが、栄 して黜 ゐ控しアでな

く．晴Kは喜びを与えてくれうもの で．憂晴がOLすれ
ばできない ．

t3
’
lacらしい ことだ，と恩っ て 

’
ろこ匕力y

うかがえよう。そ して、ぐ
‘
手鄒 ζ1主の 76．3％のラ旨バ

ぜひ経験してみ汽い と蹕り てお
1
）、ナ／．1％駅

「

旬翫く

で きゐようにノ丁ゐの 耄楽しみK して丶
’h よ うでb る。

　まだ 「わか らな 
・

J と答えf窓老ボ磊〔毛多ヵ丶
フ 汽囂見

1ユ、「 但育帰は 自分 の 生きが丶
・

に なゐfぞろうJ で、些

きが丶
・ 2慮ずb力丶どうか は ．実際にや ッ てみなけれほ

“

わむ丶 らない ことで
’
、老い禰 の安孑雛 ヒ廴と っ てば

労然であろう。
「3、育児｝はすばらレい ことκ匕恩う丿

厂 Z育児丿は自分の 時間がなく「
」 フ ／しまうと恩う」 も

、賃1巳につ い て未一経験の マセ6・高灘 に と フ てに「．わむ丶

らない のが当 ll煎拶ろう、

　また
「 t4．肴児K つ い てまf・ミコ考えk ことがなし

、
」 と vx

う落見K つ い ての資香な学耳別K畷 してみうと．図

の ように なゐ，（第3図参照）

　　　　　　　N 　 結　 語
・撮 蝴唱 て，79〈の 好 蒟抛 1胤 幼 児1紺 して

飜 的な意鳬耄矯ゲ てわ り、 「 孑秩ヵ燭 き」 とい う煮

は 、蜉昇 と 匕もに増カロ して、
・ ろe まr文 「

脅児1丸ク い て

考えたことOxVあゐ 」煮も、学年が進おiくつ れて増加 レ

て い ろ ． 乎痢諺麹 らの r毋雌 の石編 」 によ4t 、

孑！鉄に封しく関団竃響｝つ煮が、中喀・融 ・犬馨と昇

齢の」M と曲 囎 加でろ傾向が あろようだが ，同じ

ようむ こと載払汽ちの谿 でも見らdへ汽、

　勸陛戳 の形成は、中 韓か ら高校i笥 丶 L亨て．職 と

ともし气彳余ゾ〜［て，彳そ鋼〆？d4一てし、 〈とし
、
え＿よう。
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